
［成果情報名］ハウスミカンにおける物理的防除資材によるアザミウマ類被害軽減

ハウスミカンにおいて近紫外線カットフィルムをハウスの屋根に使用し、側窓部に1mm防虫［要約］

ネットを用いるとアザミウマ類のハウス内への侵入数や果実の被害を低く抑えることができ、果実品

質にも問題ない。
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［背景・ねらい］

ハウスミカンを加害するアザミウマ類は薬剤のみの防除では多数回の散布が必要になる。そこで、

平成13年に効果が確認された1mm目防虫ネットと近紫外線カットフィルムを組み合わせた場合の被

害軽減効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．近紫外線カットフィルムをハウスの屋根に使用するとアザミウマ類の誘殺数は近紫外線カット効

果のないポリフィルムを使用したハウスより低く抑えることができる（図1、2、3）。

２．近紫外線カットフィルムはアザミウマ類が発生した場合、アザミウマ類対象の農薬散布を3回減

らしてもアザミウマ類による被害果率を低く抑えることができ、果実品質は変わらない（図3、表

1）。

３．紫外線量は近紫外線カット効果のないポリフィルム下では野外の40%であり、近紫外線カットフ

ィルム下では野外の10％であり低く抑えられる（表2）。

［成果の活用面・留意点］

１．近紫外線カットフィルム区、対照区とも側窓部に1mm目防虫ネットを使用している。

２．ハウス内外で確認されたアザミウマの種類は主にミカンキイロアザミウマ、ネギアザミウマである。

３．紫外線カットフィルムとは、波長380nm以下の光を実質的に透過させないフィルムの総称である。
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